
 

 

 

平成２８年度全九州高等学校体育大会 

第２２回 全九州高等学校アーチェリー競技大会 

 

実 施 要 項 
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   主 催  九 州 高 等 学 校 体 育 連 盟 
        鹿 児 島 県 教 育 委 員 会 
   後 援  公益財団法人 鹿児島県体育協会 
        鹿 児 島 市 教 育 委 員 会 
        九 州 ア ー チ ェ リ ー 連 盟 
   主 管  鹿児島県高等学校体育連盟 
        鹿児島県アーチェリー協会 

 



 

１ 期 日 

 （１）開 会 式     平成２８年 ６月１８日（土）   ９時１５分～ ９時４５分 

  （２）公式練習・用具服装検査    ６月１８日（土）  １０時００分～１１時３０分 

（男・女 同時進行）                       

（３）競  技            ６月１８日（土）  １２時３０分～（男女70ｍﾗｳﾝﾄﾞ） 

                   ６月１９日（日）   ８時５０分～ 

 （４）閉 会 式           ６月１９日（日）   競技終了後 

２ 会 場 

 （１）開 会 式    鹿児島国際大学総合グラウンド 

〒891-0197 鹿児島県鹿児島市坂之上8-34-1  TEL099－261－3211 

 （２）競  技    鹿児島国際大学総合グラウンド 

 （３）閉 会 式    鹿児島国際大学総合グラウンド 

３ 諸会議 

会  議  名 期   日 時  刻 会   場 

専門委員長会議 ６月１７日（金） １５時００分 鹿児島国際大学 

監 督 会 議 ６月１７日（金） １７時００分 鹿児島国際大学 

 

４ 競技種目 

  競技の種目・種類・種別は次のとおりとする。 

 （１） 種目  リカーブ部門，団体戦・個人戦 

 （２） 種類  予選ラウンドにおいては，団体戦・個人戦ともにＦＩＴＡ７０ｍ予選ラウンドと

し，決勝ラウンドでは団体戦・個人戦ともにマッチラウンドとする。 

 （３） 種別  男子の部・女子の部 

 

５ 競技日程  

日  程 実 施 内 容 時  間 摘    要 

１日目 

 

６月１８日（土） 

開会式 

公式練習 用具服装検査 

団体・個人戦 

予選ラウンド 

9:15 ～  9:45 

10:00 ～ 11:30 

12:30 ～ 

開会式 

男女同時進行・時間内検査 

７０ｍラウンド 

２日目 

 

６月１９日（日） 

個人戦決勝ラウンド 

 

 

 

 

 

団体戦決勝ラウンド 

 

個人・団体表彰式 閉会式 

8:50 ～ 9:20 

9:30 ～ 10:00 

10:10 ～ 10:30 

10:40 ～ 11:00 

11:10 ～ 11:30 

11:40 ～ 12:00 

13:20 ～ 14:00 

14:20 ～ 15:00 

15:30  

個人 男女1回戦1組目 

1回戦2組目 

   男女2回戦 

   男女準々決勝戦 

   男女準決勝戦    

   男女決勝戦 

団体 男女準決勝戦 

   男女優勝決定戦 

個人・団体表彰式 閉会式 

＊タイムテーブルは予定時間のため，天候その他により変更することもありえます。 
 
 
 
 



 

６ 競技規定 

 ２０１５～２０１６（公社）全日本アーチェリー連盟競技規則及び大会運営規定による。 

 

７ 競技方法 

 （１）予選ラウンド 

  ア  １レーン２標的で，１標的同時２人２立（ＡＢ・ＣＤ）とする。 

  イ  行射は，ＡＢ・ＣＤ／ＣＤ・ＡＢとし，得点記録・矢取りは１エンド６射毎に行う。 

  ウ  個人戦の成績順位は，７０ｍ７２射の合計得点で決定する。 

     なお，団体戦出場者は，個人戦を兼ねるものとする。 

  エ  団体戦の成績順位は，出場選手４名の内上位３名（同一校）の個人得点合計で決定する。 

  オ  団体戦の予選通過チームは，男女とも各上位４位までとし，個人戦の予選通過者は，男女

とも各上位３２位までとする。 

  カ  個人戦，団体戦の決勝ラウンドの組み合わせは，次のとおりとする。 

3 30 19 14 26 23 1011 22 27 61 32 17

１ 回 戦

予選順位15 18 3116 9 24 25 8 5 28 21 12 13 20 29 4

優勝決定戦

2 回 戦

【個人戦】

準決勝戦

準々決勝

27

 

1 4 3 2

準 決 勝 戦

【団　体　戦】
優勝決定戦

 

 （２）決勝ラウンド 

  ア  団体戦及び個人戦ともに７０ｍの行射距離で行う。 

  イ  得点記録・矢取りは，１エンド毎に行う。 

  ウ  個人戦はセットごとの勝ち，負け，引き分けに与えられるポイントの合計により，対戦の勝者が

決定される。行射方法は，３射５セットマッチとし，３位決定戦及優勝戦は交互射ち（交互射ち－

１射２０秒以内）とする。セットポイントは勝者２ポイント，引き分け１ポイント，敗者０ポイン

ト，６ポイント以上先取した競技者を勝者とする。５セット終了時に両者が同ポイントの場合，１

射のシュートオフを行い，中心に近い矢の競技者を勝者とする。（同点でも距離で決定する）  

  エ  団体戦の行射方法は，全ての対戦において，チーム毎に１名の競技者のみがシューティングライ

ン上に立ち行射を行い，順次交代し行射を行う。 

    準決勝戦は各チーム２分以内に６射（３名×２射）×４エンド２４射とする。 

    優勝決定戦は交互射ちのマッチ戦とし，チームは３射（１名１射×３名）後，相手チームと行射を

交代する。交互射ちのマッチ戦では予選ラウンドの上位チームが，第１エンドの行射の順序を決定

する。以降は合計得点の低いチームが，第２・第３・第４エンドを先に行射する。両チームの合計

得点が同点の場合は第１エンド先射のチームが先に行射する。 



 

（３）選手の登録と交代 

  ア  団体戦のエントリーは４名までとし，申込書に記載された上から順に的割りを行う。 

  イ  団体戦の決勝ラウンドに出場するチームは，出場メンバー３名を記したエントリー表を 

予選通校発表後，速やかに競技本部に提出する。 

 （４）得点記録 

  ア  予選ラウンドでは，当該標的使用選手の相互得点記録（マーカー）方式とし，選手がス

コアーシートに記入する。 

  イ  得点記録の報告における虚偽や不正申告の場合は，当該標的使用選手の確認が不履行と

して，当該選手または同一標的使用者の全てを失格処分とすることがある。 

  ウ  決勝ラウンドでは，審判員による得点記録方式として得点を速やかに得点板に表示する。 

 

８ 引率・監督 

（１） 引率責任者は，団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は，校長の 

認める学校の職員とする。 

 （２） 監督は，校長の認める指導者とし，それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（ス 

ポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とし，別紙（別紙様式）承認用紙を提出

すること。 

 （３）  但し，各県における規定が定められ，引率・監督者がこの基準により限定された範囲内 

であれば，その規定に従うことを原則とする。 

 

９ 参加資格 

（１）選手は，各県高等学校体育連盟に加盟している生徒で，本競技実施要項により九州大会の

参加資格を得たものに限る。（１位から順次出場させること） 

 （２）選手は，平成２８度（公社）全日本アーチェリー連盟登録規定により高等学校競技者とし

て登録を完了し，「Ａ・Ｊ・Ａ・Ｆターゲットバッジ」の資格を取得している者に限る。 

 （３）平成９（１９９７）年４月２日以降に生まれた者とする。ただし，出場は同一競技３回ま

でとし，同一学年での出場は１回限りとする。（出場とは登録やエントリーではなく，試

合への出場回数をさし，専門部が責任を持って調整・確認をする。） 

（４）チームの編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

 （５）統廃合の対象となる学校については，当該校を含む合同チームによる参加を認める。 

 （６）転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる。） 

    ただし，一家転住等やむを得ない場合は，所属高体連会長の認可があればこの限りではない。 

（７）出場する選手は，あらかじめ健康診断を受け，在学する学校長及び所属高体連会長の承認

を必要とする。 

 （８）参加資格の特例による学校参加については，全九州高等学校体育連盟開催基準要項のとお

りとする。 

 

１０ 参加制限 

 （１）団体戦の部 

   ア 各県から男女各１校とする。 

   イ 開催県（鹿児島県）は，別に男女各１校を選出することができる。 

   ウ チームは，引率責任者１名・監督１名・選手４名・マネージャー（生徒）１名以内とする。 

 （２）個人戦の部 

   ア 各県から上記（１）の代表校以外の男女各２名を選出することができる。 

   イ 開催県（鹿児島県）は，上記校の他に男女各２名を選出することができる。 



 

   ウ 個人戦は，引率責任者１名・監督１名・選手１名とし，マネージャーは認めない。 

 （３）外国人留学生の参加については，（団体）チーム出場枠内で１名まで参加を認める。 

 （４）申込後は，エントリー選手の変更を認めない。 

 

１１ 参加申込 

  ※個人情報の取り扱いに関して 

    大会参加に際して提供される個人情報は，本大会活動に活用するものとし，これ以外の目

的に利用することはありません。 

 （１）申込締切日  平成２８年 ６月 ７日（火） 必 着 

 （２）申込先    〒890-0014 鹿児島県鹿児島市草牟田二丁目５７番１号 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 

鹿児島県高体連アーチェリー専門部委員長 重森
しげもり

剛
たけ

幸
ゆき

 

             ＴＥＬ ０９９－２２２－９２０５   

ＦＡＸ ０９９－２２２－９２０６ 

メール shigemori-takeyuki@edu.pref.kagoshima.jp 

 （３）申込方法 

    所定の様式により３部作成し，各県高体連アーチェリー専門部で取りまとめ，１部を県高体 

連で保管，２部を上記に申し込むこと。参加負担金の銀行振込用紙控えの写しを同封すること。 

 また，郵送前に参加申込書を上記メール先に送ること。 

 

１２ 参加負担金 

 （１）団体戦の部  １８，０００円（１チーム） 

 （２）個人戦の部   １，８００円（１人） 

 （３）納入方法 

    ア 各県高体連専門部で取りまとめ，下記の口座に振り込むこと。 

    イ 振込先 

 

指 定 銀 行 鹿 児 島 銀 行    草牟田支店（１３０） 

口 座 番 号 普 通   ３０２９１９９ 

口 座 名 義 鹿児島県高体連アーチェリー専門部 会計 重森剛幸 

 

１３ 組合せ  鹿児島県高等学校体育連盟で行う。 

 

１４ 表 彰 

 （１）団体戦の部（男子・女子） 

    ３位まで表彰する。   

 （２）個人戦の部（男子・女子） 

    ３位まで表彰する。   

 

１５ 宿 泊 

 （１）宿泊料金  

     宿泊料金は，１泊２食つき ８，０００円（税，サービス料込）を上限とし，弁当代を

６００円 (税込み)を上限とする。 



 

 （２）申込書類    ア 宿泊申込書 

 （３）申込方法 

     選手・監督の申し込みについては，所定の様式により３部作成し，各県高体連アーチェ

ー専門部で取りまとめ，１部を当該県高体連で保管，２部を下記に申し込むこと。 

     また，郵送前に宿泊・昼食申込書を下記メール先に送ること。 

 （４）申込先    〒890-0014 鹿児島県鹿児島市草牟田二丁目５７番１号 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 

           鹿児島県高体連アーチェリー専門部委員長 重森剛幸 

             ＴＥＬ ０９９－２２２－９２０５   

ＦＡＸ ０９９－２２２－９２０６ 

メール shigemori-takeyuki@edu.pref.kagoshima.jp  

 （５）申込期限  平成２８年 ６月７日（火）必 着 

 （６）斡旋の制限 

    ア エントリーされた選手・監督及び引率責任者以外の宿泊斡旋はしない。 

    イ 配宿センター以外のルートでの宿泊斡旋はしない。 

 （７）申し込みの変更及び取り消し 

    申込数，入宿日等の変更及び取り消しがある場合には，該当校の引率責任者が旅行会社へ

連絡をとり，相互で確認調整を行うこと。（株式会社ＪＴＢ 099-226-1515） 

 

１６ 連絡事項 

 （１）提出・納入締切期限 

    参加申込・参加負担金・宿泊申込・宿泊料金については，提出期限までに指定された場所に送

付及び納入されない場合は，理由の如何を問わず，大会への参加は認められない。 

 （２）費用負担 

    申込書の不備による問い合わせの諸経費は，当該校の負担とする。 

 （３）引率 

    引率責任者は，参加生徒のすべての行動について責任を負うものとする。 

 （４）服装 

    監督・選手・マネージャーの服装は，（公財）全国高等学校体育連盟アーチェリー専門部 

    の規定による服装とする。 

 （５）競技 

    ア 出場する選手は，主催者側の支給するゼッケンをつけること。 

    イ スコアシートに必要事項を記入して，指定されたとおりに提出すること。 

 （６）式典 

    開会式・表彰式・閉会式には，選手・マネージャーは必ず競技の服装または各都道府県の統一さ

れた服装で参加すること。 

 （７）校旗 

    団体戦の参加校は，開会式に校旗（略旗）を携行し，参列すること。なお，旗竿は主催者側で準

備する。 

 （８）医療 

    競技中の傷病に対する応急処置は主催者側で行うが，その後の責任は負わない。 

    なお，参加者は健康保険証を携行すること。 

  


